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【
日
本
海
運
業
の
危
機
】�

　
明
治
14
年
、
そ
の
６
年
前
に
誕
生
し

た
郵
便
汽
船
三
菱
は
、
西
南
戦
争
の
物

資
輸
送
で
年
間
１
千
万
円
（
※
）
を
稼

い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
の
政
変

で
大
蔵
大
臣
大
隈
重
信
が
政
府
を
追
わ

れ
る
と
、
翌
明
治
15
年
、
反
三
菱
の
渋

沢
栄
一
ら
は
共
同
運
輸
を
立
ち
上
げ
対

抗
し
た
。
こ
こ
か
ら
猛
烈
な
値
下
げ
競

争
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
５
円
50
銭

で
あ
っ
た
神
戸
〜
横
浜
間
の
３
等
船
賃

は
25
銭
、
実
に
20
分
の
１
ま
で
に
下
落

し
た
上
、
景
品
と
し
て
味
噌
・
醤
油
が

付
く
始
末
で
あ
っ
た
。
絶
好
調
で
あ
っ

た
郵
便
汽
船
三
菱
の
決
算
は
明
治
17
年

下
期
に
は
68
万
円
も
の
赤
字
を
計
上
、

創
業
者
の
岩
崎
弥
太
郎
は
心
労
の
内
に

死
亡
、
ま
さ
に
会
社
存
亡
の
危
機
で
あ

っ
た
。
無
論
、
対
抗
す
る
共
同
運
輸
も

状
況
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
両
者
の
共
倒

れ
は
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
海
運
業

の
破
滅
を
意
味
し
た
。
国
策
で
育
て
上

げ
た
両
社
の
危
機
を
日
本
政
府
は
放
置

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
ピ
ン
チ
に
登
場

し
た
の
が
日
野
町
出
身
の
加
藤
正
義
で

あ
る
。�

（
※
当
時
の
物
価
は
現
在
の
１
万
分
の

１
程
度
）�

�

【
加
藤
正
義
の
略
歴
】�

　
嘉
永
７
年
２
月
、日
野
郡
別
所
村（
現

在
の
日
野
町
別
所
）
に
４
人
兄
姉
弟
の

二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
正
義
は
12
歳
の

と
き
に
根
雨
の
近
藤
家
へ
奉
公
に
出
さ

れ
た
が
、
溝
口
の
大
庄
屋
へ
使
い
に
出

さ
れ
た
際
の
あ
る
出
来
事
を
機
に
一
念

発
起
し
、
近
藤
家
を
辞
め
て
和
尚
に
な

ろ
う
と
大
山
寺
の
善
信
和
尚
の
も
と
で

禅
を
学
ん
だ
。
時
は
明
治
維
新
の
頃
で

あ
っ
た
。ど
う
い
う
わ
け
か
明
治
６
年
、

19
歳
の
と
き
鳥
取
県
庁
に
入
り
、
明
治

９
年
に
置
賜
県（
現
在
の
山
形
県
南
部
）

に
移
る
。
こ
こ
で
県
令
（
現
在
の
県
知

事
）
と
衝
突
し
辞
職
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
挫
折
が
正
義
の
運
命
を
変
え
る
こ

と
に
な
る
。
大
阪
に
帰
っ
た
正
義
は
上

等
裁
判
所
の
判
事
補
と
な
り
、
そ
の
仕

事
ぶ
り
が
兵
庫
県
令
森
岡
昌
純
の
目
に

留
ま
る
。
森
岡
に
認
め
ら
れ
た
正
義
は

兵
庫
県
地
方
課
長
に
抜
擢
さ
れ
、
西
南

戦
争
の
運
輸
、岡
山
県
と
の
県
境
争
い
、

共
進
会
の
開
催
な
ど
次
々
と
森
岡
の
期

待
に
応
え
た
。�

�

���������

【
日
本
郵
船
の
誕
生
】�

　
明
治
18
年
、
と
き
の
農
商
務
大
臣
西

郷
従
道
は
森
岡
を
農
商
務
少
輔
（
現
在

の
次
官
）
に
、
正
義
を
権
書
記
官
と
し

て
三
菱
、
共
同
両
社
の
調
停
に
当
た
ら

せ
た
。
調
停
に
は
合
併
以
外
に
な
い
と

判
断
し
た
正
義
は
農
商
務
省
を
辞
め
て

火
中
の
共
同
運
輸
に
入
り
合
併
を
成
功

に
導
く
。
日
本
郵
船
会
社
の
誕
生
で
あ

る
。
森
岡
も
官
を
辞
め
社
長
に
就
任
、

正
義
は
支
配
人
に
選
任
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
正
義
は
30
年
に
わ
た
り
同
社
の
最

高
幹
部
と
し
て
活
躍
し
た
わ
け
だ
が
、

日
清
・
日
露
戦
争
等
で
の
兵
員
・
物
資

輸
送
、
欧
・
米
・
豪
州
航
路
の
開
拓
、

日
清
汽
船
の
創
立
な
ど
、
日
本
郵
船
を

我
が
国
最
大
の
船
会
社
に
育
て
上
げ
、

日
本
の
海
運
業
を
国
際
的
規
模
ま
で
導

い
て
い
っ
た
。�

�

【
そ
の
後
の
加
藤
正
義
】�

　
大
正
４
年
の
日
本
郵
船
退
社
に
先
立

ち
、
大
正
３
年
に
は
東
京
市
会
議
員
と

な
り
、
そ
の
後
議
長
を
務
め
る
な
ど
市

政
に
参
画
、
ま
た
法
典
調
査
会
委
員
を

初
め
に
多
く
の
委
員
と
し
て
幅
広
く
活

躍
し
た
。�

　
一
方
私
生
活
で
は
書
、
短
歌
、
茶
道
、

刀
剣
、
焼
物
な
ど
風
月
を
愛
し
た
。
大

正
12
年
、
69
歳
で
没
す
る
。
晩
年
の
短

歌
を
一
句
紹
介
す
る
。�

�

　
ふ
る
さ
と
に
か
へ
ら
ば�

　
道
の
も
み
ぢ
葉
の
　�

　
散
り
し
く
頃
を
と
思
ひ
け
る
か
な�

�

　
監
修
　
川
上
　
護�

　
（
日
野
町
歴
史
研
修
会
副
会
長
）�

�
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〜
海
運
業
の
父

海
運
業
の
父 

加
藤
正
義
〜

加
藤
正
義
〜�
〜
海
運
業
の
父

海
運
業
の
父 

加
藤
正
義
〜

加
藤
正
義
〜�
〜
海
運
業
の
父 

加
藤
正
義
〜�

　
時
は
明
治
、
破
滅
の
危
機
を
迎
え
た
日
本
海
運
業
を
救
う
た
め
登
場
し
た
の
は

日
野
町
出
身
の
加
藤
正
義
。�

　
日
本
郵
船
会
社
の
最
高
幹
部
と
し
て
同
社
を
我
が
国
最
大
の
船
会
社
に
育
て
上

げ
、
日
本
の
海
運
業
を
国
際
的
規
模
ま
で
導
い
た
の
で
あ
っ
た
。�
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加藤正義�

当時の巡視書状綴�

日
野
郡
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー�

県
民
局
　
県
民
課�

電
話 

０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
８
３�

担
当
　
實
重
　
　
修�
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担
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足
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啓
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※鳥取県ふるさと認証食品制度とは�

☆
こ
だ
わ
り
の
商
品
と�

　
　
　
消
費
地
へ
の
進
出�

�

　
２
代
続
く
商
品
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、

吟
味
し
た
地
元
農
家
か
ら
仕
入
れ
る
原

料（
地
大
豆
と
米
麹
に
合
わ
せ
る
米
）、

そ
し
て
大
豆
と
米
の
配
合
バ
ラ
ン
ス
を

追
究
し
、
う
ま
み
と
甘
味
の
か
ね
合
い

で
特
色
を
出
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
こ
だ
わ
り
故
に
現
在
の
販
売
圏

域
は
、
県
西
部
か
ら
岡
山
県
北
を
中
心

に
北
は
新
潟
県
か
ら
南
は
四
国
、
山
口

県
ま
で
と
広
範
囲
で
す
。
さ
ら
に
近
年

は
関
西
方
面
の
料
理
関
係
の
店
舗
か
ら

の
注
文
が
増
え
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

口
コ
ミ
で
の
広
が
り
と
高
い
リ
ピ
ー
ト

率
か
ら
、
商
品
へ
の
自
ら
の
こ
だ
わ
り

に
手
応
え
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
わ
ざ
わ
ざ
米
子
か
ら
日
野
町

ま
で
買
い
求
め
に
来
て
い
た
だ
け
る
年

配
の
お
客
様
も
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
よ
う
な
お
客
様
を
大
事
に

し
た
い
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
は
市
街
地

で
も
商
品
を
購
入
で
き
る
よ
う
、
量
販

店
へ
の
商
品
プ
レ
ゼ
ン
や
市
内
で
の
販

売
代
理
店
募
集
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
何
と
か
常
設
取
扱
で
き
る
店

舗
を
開
拓
し
た
い
と
意
欲
的
で
す
。�

��

☆
鳥
取
県
ふ
る
さ
と
認
証
食
品�

�

　
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
県
の
こ
の
認
証

制
度
へ
の
申
請
に
よ
り
今
年
３
月
、「
金

持
味
噌
特
上
」
が
県
内
で
は
初
め
て
の

味
噌
で
の
認
証
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
認
証
表
示
に
よ
り
消
費
者
の
食

へ
の
関
心
へ
の
高
ま
り
に
応
え
、
他
商

品
と
の
差
別
化
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。�

�

☆
社
長
さ
ん
コ
メ
ン
ト�

���������

　
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
会
社

創
立
95
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
定
番
の
マ
ル
ア
イ
醤
油
・
ま
る

ほ
味
噌
、
贈
答
用
の
金
持
味
噌
・
金
持

醤
油
等
よ
り
良
い
商
品
作
り
に
ま
い
進

し
て
参
り
ま
す
。
　�

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
愛
顧

を
弊
社
に
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

　食の安心・安全への関心が高
まる中で、県内で製造・加工さ
れ、原材料や製法など素性が明
らかな次にあげる食品を認定す
る制度です。�
　認証された食品は、その優れ
た品質と信頼の証として「Ｅマ
ーク」を表示し消費者へアピー
ルすることができます。�

県民局  2007. 7

�(第12回)

　
95
年
前
に
藍
染
め
で
の
創
業
以
来
、３

代
に
渡
り
味
噌
・
醤
油
を
製
造
販
売
す

る
日
野
町「
有
限
会
社
　
堀
田
本
店
」の

紹
介
で
す
。�

��

有限会社　堀田本店�

代表者　堀田　修二�

本社所在地　日野町根雨901�

電　話　0859-72-0020�

F A X　0859-72-0320�

E-ma i l　hor itahn@jeans .ocn .ne . jp

金持醤油と金持味噌特上�

堀田本店の前で堀田社長�

Eマーク�
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１ チャレンジプランの成果は評価し、公表すべきではないか（農林局関係）�

会議意見� 現状・経過� 処理方針等�

２ 中山間地直接支払制度は実態を調査し、�
　　 もう少し柔軟に対応して使いやすい制度にすべきではないか  （農林局関係）�

会議意見� 現状・経過� 処理方針等�

　圃場に入る畦道を農業機械の搬入
路として整備をしたくてもできない
など、中山間地支払い制度は使いに
くい。実態を調査し、もう少し柔軟
に対応して使いやすい制度にすべき
ではないか。�

　中山間地域直接支払制度では、土地改良
事業による農道の整備は、交付金返還の免
責事由となっていますが、個人的な進入路
整備は免責事由になっていません。（地方
公共団体、土地改良区が設置する農業用道路、
用水路、排水路等は、土地収用法の収用適
格事業に該当し、交付金返還の免責事由と
なります。）この事例を伺い、現場の実情
にあっていないと考えられたため、昨年10
月19日に県経営支援課へ制度改正要望を行
いました。県経営支援課も同様と考え、中
国四国農政局の担当者へ要望を伝えましたが、
農政局担当者の見解は「主旨はわかるが制
度改正は（現対策期間中は）無理でしょう。」
とのことでした。�

　今期の対策は平成21年度ま
でとなっています。平成22年
度から始まる次期対策での制
度改正に向けて、引き続き国
へ要望していきます。�
�

　プランの達成状況の報告は、
本年度からプラン認定後３年
経過したものを発表会で説明
していただくこととしていま
すので、今後は発表の機会を
広く設けていきます。�
　まず手始めに、第５回郡民
会議（６月30日）において、代
表事例として３事例について、
プラン発表会を開催する予定です。�

　チャレンジプランの予算が19年度
も減額されずに予算がついているこ
とは非常にいいことだと思うが、個々
の事例について審査委員による達成
状況への評価がきちっとなされ、い
ろいろな団体に公表され、これから
取り組む人の参考になるようにしな
いといけない。�

　チャレンジプランの達成状況は毎年、事
業実施者から実績報告をいただき、これを
鳥取県農政課のホームページに掲載公表し
ています。�
�

４ 郡内の医療の連携を福祉保健局として促すべきではないか（福祉保健局関係）�

会議意見� 現状・経過� 処理方針等�

　今後、この連絡会を始めと
して、地域における関係機関
との意見交換の機会を設定し、
先進的な取組み事例の紹介、
各機関が抱える課題に関する
協議などを通じて、各機関間
での情報共有、連携強化を進
めていきたいと考えます。�

　日野郡の病院全体がよくなってほ
しいなという中で、日南病院、日野
病院、江尾診療所が一つになって考え、
他の病院の良いやり方を取り入れた
りするような連携が要るのではないか。�
　また、高齢者の問題だけでなく、
子どもの問題や若い人たちの心の病
というような、そういう面を郡内の
医療の部分でどうしたらいいか考え
ていける視点があるといいなと思う。
そういうことを促すことも総合事務
所の福祉保健局としてすべきことで
はないか。�

３ 盛土工事は工事環境が良くなってから完全な形でしてもらいたい（県土整備局関係）�

会議意見� 処理方針等�

　日野郡の工事環境は非常に悪いと思う。特に盛土をす
るような工事を雪の下でやると、工事環境的には極めて
悪いと思う。執行者側からすると繰越事業というのは非
常に敬遠されるかもしれないが、雪の中での盛土工事と
いうような工事というのは、予算が通っていても繰越事
業として発注をかけた方が、雪が消えてから完全な工事
をしてもらった方がいいという方もたくさんおられると
思うので、その辺のところも考慮していただきたい。�

　以下の郡民会議で出た意見及び県の処理方針については、読みやすさやページ数の観点から、
要約をしておりますのでご承知ください。�
　なお、正式な内容については、日野総合事務所のホームページに掲載しております。�
�

◆第３期委員第４回日野郡民行政参画推進会議での意見について（要約）◆�

お知らせ�

（平成19年３月10日開催）�

　　　　　　　緊急的な災害復旧工事、施工時期が限ら
　　　　　　　　れる河川工事等を除き、工事は冬季を
　　　　　　　　　避けて気候が良いときに行うことが
　　　　　　　　　望ましいので、今後、県では早期の
　　　　　　　　　着手を推進して繰越工事は減らして
　　　　　　　　　いきたいと考えます。止むを得ず冬
　　　　　　　　季工事を行う場合でも、品質管理を十
　　　　　　　分に行い基準に適合した構造物とします。�

　平成18年度において、公的医療機関、介
護入所施設、町社会福祉協議会、行政を構
成員とする日野郡保健医療福祉関係機関連
絡会を立ち上げました。�
　第１回テーマとして「在宅医療福祉」を
　　　　　　　取り上げ、地域で高齢者を
　　　　　　　　支えるための課題と連携
　　　　　　　　　方策について協議を行
　　　　　　　　　　ったところです。�

2007. 7  日野郡民会議�
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日野郡民会議  2007. 7

５ 郡内のリハビリ体制をもっと充実して欲しい（福祉保健局関係）�

会議意見� 現状・経過� 処理方針等�

　脳卒中等のリハビリ等で、まだ十
分家へ帰れる状態でない患者さんを、
現実の医療制度の中では、退院をせ
ざるを得ないという方がたくさんい
らっしゃると思う。�
　そういう方の受け皿として、日野
郡では「あかねの郷」とか、「あやめ」
というところがあると思うが、リハ
ビリを毎日続けたら家に帰れるなと
いう状況の方でも週に2回程度しかで
きないとか、専門的なリハビリでな
いというようなことを聞いている。
そういう面をもっと充実して、本当
に家に帰れる状況まで持っていける
ように要望したい。�

　平成18年度から日野郡高齢者自立支援実
務担当者会を開催し、リハビリを担当する
各医療機関・福祉施設のスタッフに対し、
圏域の地域リハビリテーション支援センタ
ーによる研修と意見交換を行っています。�
　また、生活能力を回復するリハビリを有
効に行うため、限られたリハ専門職だけで
なく、介護・看護職も含めた技能向上を図
っています。各施設においては、ケアマネ
ージャーとリハスタッフが利用者や家族の
要望を確認しながら、目標とする生活リハ
ビリができているかどうか定期的に点検・
修正するシステムに改善されているところ
です。�
�

第５回日野郡民行政参画推進会議は6月30日（土）に開催されました！��
今回の特定テーマは『日野郡の産業振興(農林･商工)と文化･観光』�

　
鳥
取
県
原
爆
被
害
者�

協
議
会
日
野
支
部
は
、�

昭
和
57
年
に
結
成
さ
れ
、�

相
談
活
動
や
、
原
爆
展
、�

小
学
校
等
で
の
被
爆
体�

験
発
表
と
い
っ
た
活
動�

を
長
年
続
け
て
お
ら
れ�

ま
す
。現
在
、郡
内
の
被�

爆
者
の
方
の
平
均
年
齢
は
78
・
３
歳
と
な
り
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。�

　
被
爆
者
の
方
の
体
験
と
思
い
を
受
け
と
め
、

次
の
世
代
へ
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
も

今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

�

　
被
爆
62
年
を
迎
え
て�

　
　
　
　
　
　
森
　
文
雄
さ
ん
（
江
府
町
）�

　
私
は
、
昭
和
19
年
に
満
20
歳
で
徴
兵
検
査

を
受
け
、
現
役
兵
と
し
て
広
島
宇
品
の
船
舶

砲
兵
暁
二
九
五
三
部
隊
に
入
隊
、
広
島
市
南
観

音
町
の
野
球
場
に
高
射
砲
三
門
を
設
置
し
て
、訓

練
し
な
が
ら
警
戒
を
し
て
い
ま
し
た
。�

　
８
月
６
日
、
未
明
に
空
襲
警
報
が
解
除
さ

れ
、
朝
８
時
に
起
床
し
ま
し
た
。
点
呼
中
、

対
空
監
視
の
「
Ｂ
29
一
機
発
見
。
高
度
１
万

メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

私
は
、日
野
郡
の
方
を
向
い
て
帽
子
を
と
り
、

か
ぶ
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
が
、「
ピ
カ
ッ
」と

い
う
光
線
と
、「
熱
い
！
」と
感
じ
ま
し
た
。

焼
け
る
よ
う
な
熱
さ
で
す
。気
が
つ
く
と
立
っ

て
防
空
壕
へ
駆
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
し
ば
ら
く
し
て
恐
る
恐
る
測
高
機
の
と
こ

ろ
へ
帰
る
と
、中
隊
長
が
シ
ャ
ツ
を
血
で
真
っ

赤
に
し
て
陣
地
に
一
人
立
っ
て
い
ま
し
た
。

爆
心
地
を
見
る
と
キ
ノ
コ
雲
が
相
当
な
高
さ

に
上
が
っ
て
お
り
、測
る
と
、高
さ
１
万
メ
ー

ト
ル
、直
距
離
１
３
０
０
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。�

　
そ
の
頃
に
は
一
般
の
人
が
み
ん
な
陣
地
に

入
っ
て
き
て
、
夏
の
暑
い
と
き
で
、
子
ど
も

は
パ
ン
ツ
一
枚
、
女
性
も
薄
着
で
被
爆
し
て

い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
が
焼
け
た
だ
れ
て
、
兵

隊
を
頼
り
に
ド
ー
ッ
と
押
し
寄
せ
て
き
て
、

兵
隊
に
さ
ば
り
つ
く
の
で
す
。�

　
歩
く
姿
は
何
と
い
い
ま
す
か
、
顔
の
皮
膚

は
顎
の
辺
ま
で
垂
れ
下
が
り
血
と
水
で
見
ら

れ
な
い
。
足
の
甲
の
皮
も
は
が
れ
て
ブ
ラ
ン

ブ
ラ
ン
し
て
い
る
。
そ
れ
で「
水
、
水
」と
欲

し
が
る
の
で
す
が
、
水
を
飲
ま
せ
る
な
と
い

う
命
令
で
、
水
は
与
え
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
夜
に
な
る
と
、
兵
舎
で
は
ロ
ウ
ソ
ク
を
頼

り
に
不
寝
番
が
点
検
し
な
が
ら
、次
々
に「
あ

そ
こ
も
死
ん
だ
」
と
、
ま
こ
と
に
凄
ま
じ
い

状
態
で
、
言
葉
に
は
出
ま
せ
ん
。�

　
60
年
間
は
不
作
と
言
わ
れ
て
い
た
広
島
で

す
が
、
今
や
当
時
の
面
影
は
原
爆
ド
ー
ム
だ

け
で
す
。
も
う
今
後
一
切
核
実
験
、
核
兵
器

の
無
い
、
平
和
な
世
界
を
希
望
し
て
や
み
ま

せ
ん
。�

（
６
月
23
日
、
日
野
仏
教
会
主
催
「
平
和
観
音
祈
り
の

　
集
い
」で
の
体
験
発
表
よ
り
）�

　リハビリを必要とする対象
者の状態や希望に応じた適切
なリハが継続して行えるよう、
今後も郡内の地域リハビリ関
係実務担当者会を開催し情報
の交換と研修・研鑽を行い、
介護施設に�
おけるリ�
ハビリ�
技術の�
向上に�
努めま�
す。�
�

問い合わせ先�

福
祉
保
健
局
　
保
健
衛
生
課�

電
話 

０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
３
９�

担
当
　
大
野
木
　
裕
子�

〜
鳥
取
県
原
爆
被
害
者
協
議
会
日
野
支
部
の
語
り
継
ぎ
活
動
〜�

体験発表された森さん�

　■人事異動の際には、地元からの要望や約束事項等を確実に引き継いでほしい�
　■新年度における林業専門スタッフ配置、果樹普及スタッフ廃止は有効な配置なのか？�
　■10年経過・継続中の公共事業、再評価はいいけれど、地元の意向はどうなるの？�

　■そばの一大産地である日野郡ですが、今後のそば振興策は･･･？��
　■休耕田で山菜観光農園や市民農園を･･･都市部との交流を図ってはどうか��
　■特産品・名産品など新規開発支援と合わせ、老舗の後継者育成対策を�
　■地域独自の価値観を見出し、若年層に「地域のよさ」を再発見してほしい�

こんな�
意見がでて�
います�

その他�
県政一般�
では･･･�

平
和
の
大
切
さ
、
被
爆
の
現
実
を
伝
え
た
い�

ち
ょ
う 

へ
い
　
け
ん
　
さ�

ほ
う  

へ
い 

あ
か
つ
き�

ぼ
う  

く
う  

ご
う�

そ
っ  

こ
う   

き�

げ
ん  

え
き  

へ
い�こ

う  

し
ゃ  

ほ
う�

う   

じ
な�

せ
ん
　

ぱ
く�

あ
ご�

す
さ�

ふ   

し
ん  

ば
ん�

問い合わせ先�県民局　県民課　實重　　修　電話 ０８５９－７２－２０８３�



問い合わせ先�

福
祉
保
健
局
　
保
健
衛
生
課�

電
話 

０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
３
６�

担
当
　
景
山
　
佳
余
子�
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2007. 7  福祉保健局�

地
域
の
み
ん
な
で
進
め
よ
う�

　
　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン�

�

　
脳
卒
中
に
か
か
っ
た
時
な
ど
は
、
ま

ず
、
病
院
で
治
療
と
集
中
的
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
リ
ハ
ビ
リ
）を
受
け
た

あ
と
、
自
宅
で
の
生
活
を
考
え
機
能
を

落
と
さ
な
い
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
を
習
得

す
る
た
め
、
老
人
保
健
施
設
に
移
っ
た

り
、
自
宅
に
帰
っ
て
、通
院
、通
所
や
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ま
す
。�

　
体
に
支
障
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
時
に

は
、「
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」と

い
う
思
い
か
ら
意
欲
ま
で
低
下
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
で
も
、「
で
き
る
こ
と
」を
大
切
に
し

「
残
っ
て
い
る
力
」
を
最
大
限
に
引
き

出
し
て
、
ご
自
分
が
望
ん
で
お
ら
れ
る

生
活
を
目
指
す
事
が
重
要
で
す
。（
こ
れ

を
自
立
支
援
と
言
い
ま
す
。
）�

　
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

と
病
院
で
行
わ
れ
る
「
機
能
訓
練
」
を

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、

残
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
し
、
ご
自
分

で
望
ん
で
お
ら
れ
る
自
立
し
た
生
活
を

い
き
い
き
過
ご
す
に
は
、
普
段
の
生
活

で
関
わ
っ
て
い
る
全
て
の
者
（
リ
ハ
ビ

リ
専
門
職
・
看
護
師
・
介
護
士
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
等
）
が
同
じ
思
い
で
リ
ハ

ビ
リ
を
支
援
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事

な
こ
と
で
す
。（
こ
れ
を
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。
）�

　�　
郡
内
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
機
関
と
し

て
は
日
南
病
院
・
日
野
病
院
、
老
人
保

健
施
設
（
お
し
ど
り
荘
・
あ
や
め
）
の

他
、
入
所
生
活
の
機
能
が
落
ち
な
い
よ

う
援
助
し
て
も
ら
え
る
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
あ
か
ね
の
郷
・
あ
い
ご
・
チ
ロ

ル
の
里
）
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
回
は
18
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
あ
や
め
」
の
よ
う
す
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。�

（ご利用者Ａさんの声）�
「病院を退院し、あやめに入所して２ヶ月。病院では毎日リ
ハビリがあったので、週２回になることで不安でしたが、食
堂やお風呂・散歩等に出かけ、動く機会が病院より増えまし
た。生活リハビリというのだそうですが、病院に居るときよ

り元気になったと思います。」�

（退所されたＢさんのご家族の声）�
「昨年６月から入所させてもらい、この４月から在宅で介護
しています。昨年、病気で倒れてからは自宅で介護するなん
て考えられませんでした。でも、在宅に向け施設と在宅ケア
マネさんが連携し、介助の仕方など習わせていただいたおか
げで自信がつきました。冬になったら入所をさせていただく
予定で安心しています。」�

（スタッフＣさんの声）�
「帰ってからの生活を想定して、入所時から定期
的にリハビリの目標を利用者の方や家族の方と決
めて進めています。」�
「自分でできない事を手伝いながら、できる力を
引き出せるよう看護・介護スタッフ、ケアマネー
ジャー・リハビリ専門職で月２回話し合い確かめ
ながら支援しています。」�

〜
い
つ
ま
で
も
自
立
し
て
暮
ら
す
た
め
に
〜�



　
昨
年
11
月
に
実
施
し
た
日
野
郡
保
・

小
・
中
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
、

今
回
は「
家
庭
で
の
読
書
」と「
外
遊
び
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。�

　
郡
内
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
は

「
朝
の
読
書
」を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

家
庭
で
の
読
書
は
必
ず
し
も
増
え
て
い

る
・
定
着
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
ぜ
ん
。

左
下
部
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
家
で
読

書
を
「
よ
く
す
る
・
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
す
る
」
は
や
や
減
少
傾
向
で
す
し
、

子
ど
も
と
一
緒
に
読
書
や
学
習
を
す
る

保
護
者
も
小
・
中
で
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
唯
一
、保
育
園
児
の
保
護
者
で「
よ

く
す
る
」
が
増
加
し
て
い
る
の
は
良
い

傾
向
だ
と
い
え
ま
す
。
学
校
で
の
朝
の

読
書
を
「
朝
読
」（
あ
さ
ど
く
）と
呼
ぶ

の
に
対
し
て
、
家
庭
で
の
読
書
は
「
家

読
」（
う
ち
ど
く
）と
呼
ば
れ
、
少
し
ず

つ
で
す
が
認
識
が
広
が
り
、
そ
の
効
果

が
報
告
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
親

子
一
緒
に
楽
し
め
る
本
の
紹
介
も
、
図

書
館
や
本
屋
で
よ
く
見
か
け
ら
れ
よ
う

に
な
り
、
利
用
し
て
楽
し
ん
で
お
ら
れ

る
家
庭
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
次
に
、
外
遊
び
に
つ
い
て
で
す
。
右

下
部
の
グ
ラ
フ
は
全
国
の
幼
稚
園
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
が
、
園
以
外
で

の
外
遊
び
が
週
１
〜
２
回
以
下
の
子
ど

も
が
約
半
数
も
い
ま
す
。
ま
た
、
外
遊

び
は
父
親
と
関
わ
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
父
親
が
子
ど
も
と
遊
ぶ
時

間
は
、
平
日
と
休
日
の
時
間
差
が
大
き

く
、
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
も
平
日
は

そ
の
時
間
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
外
遊
び
は
、
体
力
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

・
早
寝
や
熟
睡
に
つ
な
が
り
、
一
日
の

生
活
リ
ズ
ム
や
情
緒
の
安
定
に
つ
な
が

り
ま
す
。
親
子
で
の
外
遊
び
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
解
消
し
、き

っ
と
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
の
心
に
残
る

こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
夏
休
み
。
こ
の
時

期
は
昼
間
の
時
間
も
長
く
、
他
の
時
期

に
比
べ
て
子
ど
も
も
親
も
時
間
を
自
由

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、絶
好
の

時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。親
子
で
、

読
書
・
外
遊
び
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。�

問い合わせ先� 西部教育局　日野郡地域教育担当　清水　和祥　電話 ０８５９－７２－２０７５�

心とからだ　　　　　　　キャンペーン�
大切です！�
生活リズムや家庭・社会のマナー！�
�
�
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西部教育局  2007. 7

子どもの家庭生活に関するアンケート結果から 

無回答�しない�どちらかといえばしない�

どちらかといえばする�よくする�
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家で読書をしますか（子ども）�

(％)

時間を自由に使えるこの時期こそ�

本を読もう・外で遊ぼう�

無回答�しない�どちらかといえばしない�

どちらかといえばする�よくする�
0 20 40 60 80 100

H17年�

H18年�

H17年�
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H18年�

保
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少
～
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長
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１
～
３
 小
４
～
６
 中
１
～
３
�

子どもと一緒に読書や学習をしますか（保護者）�

(％)

子どもの家庭生活に関するアンケート結果から�
 （平成18・17年11月実施）�
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18％�

39％�

33％�

48％�

44％�

22％�
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18％�

16％�

17％�

28％�

26％�

22％�

31％�

30％�

27％�

25％�

29％�

32％�

30％�

24％�

23％�

31％� 1％�

21％�

23％�

21％� 1％�

25％�

休日�

平日�

週に１～２回� ほとんどしない�週に３～４回�ほとんど毎日�

３０分以内� なし�１時間ぐらい�１時間以上�

園以外での外遊び�

父親と遊ぶ時間�

全国・国公立幼稚園長会のアンケート結果から�
（平成17年9～10月実施）�

31％� 23％� 40％� 6％�

6％� 15％� 39％� 40％�
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鳥
取
県
で
は
、
平
成
17
年
度
よ
り
県

民
の
皆
様
に「
森
林
環
境
保
全
税
」を
ご

負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
税
金
を
財
源
と
し
た
『
と
っ
と

り
環
境
の
森
緊
急
整
備
事
業
』に
よ
り
、

日
野
郡
内
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

18
年
度
に
か
け
て
88
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森

林
を
強
度
間
伐
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

に
よ
り
、
下
の
写
真
の
よ
う
に
山
は
見

違
え
る
よ
う
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。�

　
手
入
れ
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の

山
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
真
っ
暗
で
、
植

え
た
木
以
外
何
も
生
え
て
い
な
い
山
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？�

　
『
と
っ
と
り
環
境
の
森
緊
急
整
備
事

業
』の
事
業
箇
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
対
象
と
な
る
森
林
は
、
①
林
齢
が
16

〜
60
年
の
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
、

②
手
入
れ
が
遅
れ
て
お
り
、
③
団
地
面

積
が
お
お
む
ね
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。�

　
事
業
内
容
は
、
通
常
よ
り
伐
採
率
の

高
い
間
伐
（
本
数
率
で
30
％
〜
50
％
）

を
行
い
ま
す
。�

　
事
業
は
県
が
行
い
、
か
か
る
経
費
は

全
て
森
林
環
境
保
全
税
で
ま
か
な
い
ま

す
の
で
、
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
事
業
の
採
択
に
つ
い
て
は
第

３
者
機
関
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。�

　
真
っ
暗
な
山
を
強
度
間
伐
に
よ
り
明

る
い
山
に
変
身
さ
せ
み
ま
せ
ん
か
？�

　
事
業
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
最
寄

り
の
役
場
若
し
く
は
総
合
事
務
所
ま
で

お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

問い合わせ先�

農
林
局
　
林
業
振
興
課�

電
話 

０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
２
０�

担
当
　
矢
部
　
　
浩�

2007. 7  農林局�

森の恵みを取り戻そう！�森の恵みを取り戻そう！�

とっとり環境の森緊急整備事業�

強度間伐�
（30～50％）�

日野郡内のとある森林、手入れ不足で真っ暗になっ
てしまった･･･�

林内に陽光が降り注ぎ、元気な草木が生えてくるよ
うになります。�

 ～森林環境保全税の活用～�


